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多
良
間
村
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習
館
で
展
示
し
て
い
る
「
過
渡
期
辞
令
書
」
四
点
は
誰
の
も
の金

城

善
（
元
糸
満
市
立
中
央
図
書
館
長
）

は
じ
め
に

昨
年
の
『
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
紀
要
』
第
二
十
五
号
に
掲
載
し
て
い
た
だ

い
た
「
宮
古
島
の
忠
導
氏
正
統
仲
宗
根
家
と
多
良
間
島
塩
川
の
忠
導
氏
支
流
富

盛
家
の
位
牌
か
ら
見
え
る
八
世
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
易
と
宮
古
で
の
室
、
多
良

間
で
の
妻
に
つ
い
て
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
多
良
間
村
教
育
委
員
会
で
は
、
二

〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
か
ら
沖
縄
県
の
一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
、
「
多

良
間
村
自
然
文
化
継
承
事
業

郷
土
資
料
整
理
業
務
」
を
実
施
し
て
い
る
。

当
該
事
業
は
「
多
良
間
村
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習
館
所
蔵
資
料
の
整
理
、
修
復

・
保
存
及
び
電
子
化
作
業
・
現
代
語
作
業
を
行
い
、
村
内
外
に
発
信
・
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習
館
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
地
元
の

歴
史
を
知
る
学
習
の
場
・
島
外
の
人
々
に
対
し
て
、
多
良
間
村
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
多
良
間
の
歴
史
文
化
に
興
味
を
持
っ
た
方
々
が
多
く
訪
れ
る
場
所

と
な
る
こ
と
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習
館
内
に
お
い
て
現
代
語
訳
作
業
及

び
来
館
者
に
展
示
資
料
の
解
説
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
場
と
な

る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
①
館
所
蔵
資
料
の
修
復
及
び
カ
ビ
臭
除
去
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
、
②
同
資
料
の
電
子
化
（
カ
ラ
ー
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
）
、
③
同
資
料
の
複
製

本
作
成
（
和
紙
出
力
・
和
綴
じ
製
本
）
、
④
同
資
料
の
翻
刻
・
現
代
語
訳
作
業

を
実
施
し
て
い
る
。

多
良
間
村
に
は
、
琉
球
大
学
名
誉
教
授
の
高
良
倉
吉
氏
１

に
よ
っ
て
「
過
渡

期
辞
令
書
」
と
し
て
分
類
さ
れ
た
辞
令
書
四
点
が
、
同
村
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習

館
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
六
（
昭
和
六
十

一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
多
良
間
村
史

第
二
巻

資
料
篇
１

王
国
時
代
の

記
録
』
の
「
第
六
章

多
良
間
古
文
書
の
世
界
」
の
「
一

多
良
間
の
辞
令

書
」
に
、
高
良
氏
が
解
説
し
て
い
る
が
受
給
者
の
特
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

筆
者
は
、
今
回
の
事
業
に
よ
る
多
良
間
の
「
系
図
家
譜
」
の
デ
ー
タ
の
蓄
積

に
よ
り
、
辞
令
書
の
受
給
者
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

関
連
す
る
資
料
と
と
も
に
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
は
、
多
良
間
島
に
関
係
す
る
「
系
図
家
譜
」
に
つ
い
て
、
見
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

一

多
良
間
島
と
関
係
す
る
「
系
図
家
譜
」

多
良
間
島
と
関
係
す
る
「
系
図
家
譜
」
で
確
認
で
き
て
い
る
の
は
、
①
土
原

氏
、
②
浦
渡
氏
、
③
向
裔
氏
、
④
忠
導
氏
、
⑤
馬
続
氏
、
⑥
玻
立
氏
の
六
氏
で

あ
る
。
他
に
、
白
川
氏
・
薜
種
氏
、
益
茂
氏
、
宮
金
氏
、
仲
立
氏
な
ど
の
人
々

も
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
「
系
図
家
譜
」
は
未
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

今
回
の
事
業
で
は
、
各
氏
の
正
統
・
支
流
の
各
家
の
系
図
を
統
合
し
て
、
系

図
家
譜
に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
て
の
人
々
を
元
祖
と
繋
が
る
よ
う
に
整
理
し
た
。

⑴
土
原
氏
の
「
系
図
家
譜
」

土
原
氏
は
、
土
原
豊
見
親
春
源
を
元
祖
と
し
、
多
良
間
島
土
原
を
発
祥
と
す
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る
一
門
で
あ
る
。
多
良
間
島
に
多
く
の
支
流
が
い
る
が
、
宮
古
島
に
渡
っ
て
拡

が
っ
た
者
も
い
る
。

土
原
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
と
系
図
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

土
原
氏
は
、
元
祖
春
源
か
ら
二
二
の
支
流
の
「
系
図
家
譜
」
が
編
製
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
③
・
⑤
・
⑧
・
⑩
・
⑫
・
⑭
・
⑮
・
⑰

の
「
系
図
家
譜
」
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
④
・
⑨
は
那
覇
市
歴
史
博

物
館
に
原
本
を
コ
ピ
ー
し
た
複
製
本
が
あ
る
。
⑱
は
『
多
良
間
村
史
』
を
発
刊

後
に
原
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
未
刊
行
で
あ
る
。

表
１

土
原
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
一
覧

①
正
統

元
祖

春
源
（
運

天

家
）

塩
川
村
仲
籠

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』

六
四
頁

多
良
間
村
民
俗
ふ
る
さ
と
学
習
館
蔵

②
支
流

五
代
長
男
春
簾
（
仲

松

家
）
小
祖

仲
筋
村
比
楚

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』

一
三
頁

多
良
間
村
内
個
人
蔵

③
支
流

三
代
長
男
春
多
（

家
）
小
祖

未
確
認

④
支
流

六
代
次
男
春
昌
（

家
）
小
祖

仲
筋
村
内
原

那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
修
繕
前
の
複
製
本
あ
り

⑤
支
流

三
代
次
男
春
義
（

家
）
小
祖

未
確
認

⑥
支
流

五
代
長
男
春
盛
（
瑞
慶
山
家
）
小
祖

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』

四
〇
頁

宮
古
島
市
城
辺
在
個
人
蔵

⑦
支
流

五
代
次
男
春
充
（
仲
宗
根
家
）
小
祖

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』

二
二
頁

多
良
間
村
内
個
人
蔵

⑧
支
流

五
代
長
男
春
豊
（

家
）
小
祖

未
確
認

⑨
支
流

六
代
次
男
春
暦
（
下

里

家
）
小
祖

那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
修
繕
前
の
複
製
本
あ
り

⑩
支
流

十
代
次
男
春
木
（

家
）
小
祖

村
川
上

未
確
認

⑪
支
流

九
代
五
男
春
祀
（
伊
志
嶺
家
）
小
祖

仲
筋
村
魚
辺

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
〇
四
頁

那
覇
市
在
個
人
蔵

⑫
支
流

九
代
七
男
春
福
（

家
）
小
祖

西
里
村
川
満

未
確
認

⑬
支
流
十
一
代
次
男
春
方
（
奥

平

家
）
小
祖

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』

五
六
頁

宮
古
島
市
西
里
在
個
人
蔵

⑭
支
流

二
代
次
男
春
仁
（

家
）
小
祖

未
確
認

⑮
支
流

二
代
三
男
春
里
（

家
）
小
祖

未
確
認

⑯
支
流

二
代
四
男
春
盛
（
下

地

家
）
小
祖

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
一
〇
頁

多
良
間
村
内
個
人
蔵

⑰
支
流

二
代
五
男
春
昌
（

家
）
小
祖

未
確
認

⑱
支
流

六
代
長
男
春
納
（
村

山

家
）
小
祖

原
本
確
認
、
村
史
未
収
録

多
良
間
村
民
俗
ふ
る
さ
と
学
習
館
蔵

⑲
支
流

六
代
次
男
春
徳
（
親

里

家
）
小
祖

仲
筋
村
前
久
志
原
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』

六
四
頁

多
良
間
村
民
俗
ふ
る
さ
と
学
習
館
蔵

⑳
支
流

六
代
長
男
春
指
（
富

浜

家
）
小
祖

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』

六
四
頁

多
良
間
村
民
俗
ふ
る
さ
と
学
習
館
蔵
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㉑
支
流

八
代
三
男
春
方
（

家
）
小
祖

塩
川
村
東
里

『
多
良
間
村
史

第
一
巻
通
史
編
』

四
一
三
頁

多
良
間
村
民
俗
ふ
る
さ
と
学
習
館
蔵

㉒
支
流

八
代
三
男
春
玄
（

家
）
小
祖

仲
筋
村
新
久
志
原
『
多
良
間
村
史

第
一
巻
通
史
編
』

三
九
八
頁

多
良
間
村
民
俗
ふ
る
さ
と
学
習
館
蔵

図
１

土
原
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
小
祖
の
系
図

元

祖

二

代

三

代

四

代

五

代

六

代

塩
川
与
人

小
祖
仲
筋
村
比
楚
（
仲
松
家
）

小
祖
（
家
譜
未
確
認
）

②

長
男
春

簾

多
良
間
首
里
大
屋
子

多
良
間
首
里
大
屋
子

③

長
男
春

多

長
男
春

良

次
男
春

泰

□
男
春

□

小
祖
仲
筋
村
内
原
（
下
里
家
）

④

□
男
春

昌

西
筋
与
人

小
祖
（
家
譜
未
確
認
）

⑤

次
男
春

義

長
男
春

礼

長
男
春

智

東
仲
宗
根
与
人

小
祖
（
瑞
慶
山
家
）

⑥

長
男
春

盛

西
筋
文
子

小
祖
（
仲
宗
根
家
）

⑦

次
男
春

充

西
筋
与
人

多
良
間
仁
也

次
男
春

森

三
男
春

仁

仲
筋
首
里
大
屋
子

小
祖
（
家
譜
未
確
認
）

⑧

長
男
春

豊

長
男
春

長

多
良
間
仁
也

小
祖
仲
筋
村
内
原
（
下
里
家
）

⑨

次
男
春

暦

九

代

十

代

長
男
春

猶

次
男
春

清

長
男
春

完

小
祖
川
上

⑩

次
男
春

木
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正
統
塩
川
村
仲
籠
（
運
天
家
）

依
父
命
継
家
統

依
父
命
継
家
統

六
代

七
代

八

代

土
原
豊
見
親

多
良
間
首
里
大
屋
子

多
良
間
首
里
大
屋
子

多
良
間
首
里
大
屋
子

多
良
間
首
里
大
屋
子

①
元
祖
春

源

長
男
春

図

三
男
春

信

長
男
春

村

次
男
春

喧

春
穏

春
遊

長
男
春

倫

三
男
春

子

四
男
春

原

尻
仁
屋
大
筑

小
祖
（
家
譜
未
確
認
）

小
祖
仲
筋
村
魚
辺
（
伊
志
嶺
家
）

⑭

次
男
春

仁

⑪

五
男
春

祀

小
祖
（
家
譜
未
確
認
）

六
男
春

頼

西
并
里
大
筑

小
祖
（
家
譜
未
確
認
）

小
祖
西
里
村
川
満
（

家
）

⑮

三
男
春

里

五

代

六

代

⑫

七
男
春

福

長
男
春

□

小
祖
（
奥
平
家
）

⑬

次
男
春

方

水
納
目
差

小
祖
（
村
山
家
）

⑱

長
男
春

納

多
良
間
首
里
大
屋
子

小
祖
（
下
地
家
）

多
良
間
首
里
大
屋
子

⑯

四
男
春

盛

長
男
春

栄

長
男
春

永

長
男
春

良

水
納
目
差

小
祖
前
久
志
原
（
親
里
家
）

⑲

次
男
春

徳

七

代

八

代

塩
川
目
差

小
祖
（
富
浜
家
）

⑳

次
男
春

指

長
男
春

仁

長
男
春

受

次
男
春

□

多
良
間
首
里
大
屋
子

小
祖
（
家
譜
未
確
認
）

多
良
間
仁
也

小
祖
塩
川
村
東
里
（

家
）

⑰

五
男
春

昌

㉑

三
男
春

方

長
男
春

量

次
男
春

周

多
良
間
仁
也

小
祖
塩
川
村
新
久
志
原

㉒

三
男
春

玄

四
男
春

受
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⑵
浦
渡
氏
の
「
系
図
家
譜
」

浦
渡
氏
は
、
多
良
間
船
筑
の
常
基
を
元
祖
と
し
、
現
在
六
冊
の
「
系
図
家

譜
」
が
編
製
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
、
②
・
④
・
⑤
は
未
確
認
で

あ
る
が
、
②
の
宮
古
島
平
良
間
切
東
仲
宗
根
村
西
之
底
に
分
家
し
た
八
代
三
男

常
紀
を
系
祖
と
す
る
「
系
図
家
譜
」
支
流
に
つ
い
て
は
、
位
牌
か
ら
那
覇
市
在

住
（
元
は
平
良
東
仲
宗
根
）
の
砂
川
家
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

浦
渡
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
と
系
図
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
２

浦
渡
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
一
覧

①
正
統

元
祖

常
基
（
垣

花

家
）

塩
川
村
宇
屋
計
屋

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』
一
二
三
頁

豊
見
城
市
在
個
人
蔵

②
支
流

八
代
三
男
常
紀
（

家
）
小
祖

東
仲
宗
根
村
西
之
底

未
確
認

③
支
流

六
代
三
男
常
易
（
福

山

家
）
小
祖

塩
川
村
大
手
屋

『
多
良
間
村
史
』
未
収
録

④
支
流

六
代
四
男
常
宗
（

家
）
小
祖

塩
川
村
大
屋
戸

未
確
認

⑤
支
流

六
代
五
男
常
玄
（

家
）
小
祖

塩
川
村
東
吉
川

未
確
認

⑥
支
流

五
代
次
男
常
業
（
宮

城

家
）
小
祖

仲
筋
村
仲
保
屋

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
二
〇
七
頁

多
良
間
村
民
俗
ふ
る
さ
と
学
習
館
蔵

図
２

浦
渡
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
小
祖
の
系
図

元

祖

二

代

三

代

四

代

五

代

六

代

七

代

八

代

元
祖
正
統
塩
川
村
宇
屋
計
屋
（
垣
花
家
）

①
元
祖
常

基

□
男
常

幹

□
男
常

盛

長
男
常

守

長
男
常

為

長
男
常

盈

長
男
常

備

次
男
常

愛

三
男
常

奉

四
男
常

能

長
男
常

善

次
男
常

美

次
男
常

由

小
祖
東
仲
宗
根
村
（
家
譜
未
確
認
）

②

三
男
常

紀
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四
男
常

幸

小
祖
塩
川
村
大
手
屋
（
福
山
家
）

③

三
男
常

易

小
祖
塩
川
村
大
屋
戸
（
家
譜
未
確
認
）

④

四
男
常

宗

小
祖
塩
川
村
東
吉
川
（
家
譜
未
確
認
）

⑤

五
男
常

玄

小
祖
仲
筋
村
仲
保
屋
（
宮
城
家
）

⑥

次
男
常

業

⑶
向
裔
氏
の
「
系
図
家
譜
」

向
裔
氏
は
、
尚
氏
浦
添
王
子
朝
満
の
三
代
浦
添
親
方
朝
師
が
、
宮
古
島
・
八

重
山
島
の
御
検
使
と
し
て
、
多
良
間
島
に
渡
っ
た
と
き
に
、
土
原
氏
西
筋
与
人

春
□
の
女
子
計
志
真
良
と
の
間
に
生
ま
れ
た
下
地
親
雲
上
朝
裔
を
元
祖
と
す
る

一
門
で
あ
る
。
子
孫
は
多
良
間
島
だ
け
で
は
な
く
宮
古
島
の
平
良
間
切
東
仲
宗

根
村
の
外
間
を
は
じ
め
、
根
間
立
・
大
原
に
も
分
家
し
た
支
流
の
小
祖
が
拡
が

っ
て
い
る
。

向
裔
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
と
系
図
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

向
裔
氏
は
、
元
祖
朝
裔
か
ら
一
一
の
「
系
図
家
譜
」
が
編
製
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
④
・
⑧
・
⑨
・
⑩
・
⑪
に
つ
い
て
は
原
本
は
未
確
認
で
あ
る
。

表
３

向
裔
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
一
覧

①
正
統

元
祖

朝
裔

①
正
統

二
代
次
男
朝
宗
（
佐
和
田
家
）

仲
筋
村
久
志
原

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
一
三
頁

②
支
流

二
代
長
男
朝
正
（
多
良
間
家
）
小
祖

仲
筋
村
角
比
佐
世

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』

七
四
頁

③
支
流

二
代
三
男
朝
時
（
富

川

家
）
小
祖

塩
川
村
東
久
志
原

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
二
九
頁

④
支
流

五
代
次
男
朝
慶
（

）
小
祖

未
確
認

⑤
支
流

四
代
次
男
朝
首
（
下

地

家
）
小
祖

塩
川
村
嶺
間

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
五
四
頁

同

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』

九
三
頁

⑥
支
流

二
代
四
男
朝
平
（
花

城

家
）
小
祖

仲
筋
村
並
立

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
三
九
頁

⑦
支
流

四
代
次
男
朝
矩
（
渡
久
山
家
）
小
祖

塩
川
村
東
り

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
六
二
頁

⑧
支
流

二
代
五
男
朝
清
（

）
小
祖

外
間

未
確
認
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⑨
支
流

二
代
六
男
朝
行
（

）
小
祖

根
間
立

未
確
認

⑩
支
流

二
代
七
男
朝
忠
（

）
小
祖

大
原

未
確
認

⑪
支
流

四
代
□
男
朝
與
（

）

未
確
認

⑫
支
流

五
代
三
男
朝
松
（
池

城

家
）
小
祖

仲
筋
村
阿
多
利
真

『
多
良
間
村
史

第
一
巻
通
史
編

島
の
あ
ゆ
み
』
四
一
八
頁

図
３

向
裔
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
小
祖
の
系
図

元

祖

二

代

三

代

四

代

五

代

小
祖
仲
筋
村
角
比
佐
世
（
多
良
間
家
）

②

長
男
朝

正

元
祖
正
統

依
父
命
継
家
統
仲
筋
村
久
志
原
（
佐
和
田
家
）

①
元
祖
朝

裔

次
男
朝

□

□
男
朝

宗

小
祖
塩
川
村
東
久
志
原
（
富
川
家
）

③

三
男
朝

時

長
男
朝

盛

長
男
朝

長

長
男
朝

昌

小
祖
（
未
確
認
）

④

次
男
朝

慶

三
男
朝

良

四
男
朝

偕

五
男
朝

富

小
祖
塩
川
村
嶺
間
（
下
地
家
）

⑤

次
男
朝

首

小
祖
仲
筋
村
並
立
（
花
城
家
）

⑥

四
男
朝

平

長
男
朝

良

長
男
朝

従

小
祖
塩
川
村
東
り
（
渡
久
山
家
）

⑦

次
男
朝

矩
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小
祖
外
間

⑧

五
男
朝

清

小
祖
根
間
立

⑨

六
男
朝

行

小
祖
大
原

⑩

七
男
朝

行

小
祖
（
未
確
認
）

⑪

□
男
朝

與

長
男
朝

□

次
男
朝

□

小
祖
仲
筋
村
阿
多
利
真
（
池
城
家
）

⑫

三
男
朝

松

⑷
忠
導
氏
の
「
系
図
家
譜
」

多
良
間
島
に
お
け
る
忠
導
氏
は
、
宮
古
島
在
所
外
間
の
正
統
七
世
狩
俣
首
里

大
屋
子
玄
易
が
、
多
良
間
島
詰
役
の
時
に
浦
渡
氏
五
代
塩
川
目
差
の
長
男
免
嘉

と
の
間
に
生
ま
れ
、
多
良
間
島
に
拡
が
っ
た
玄
陳
を
系
祖
と
す
る
塩
川
村
お
や

け
屋
の
一
門
と
、
宮
古
島
尻
川
満
小
祖
六
世
友
利
首
里
大
屋
子
新
里
與
人
玄
熙

の
九
代
荷
川
取
与
人
玄
□
が
多
良
間
島
の
仲
筋
村
百
姓
多
良
間
の
女
子
屋
真
と

の
間
に
生
ま
れ
た
茶
武
が
、
兄
で
嫡
子
の
友
利
仁
也
玄
□
に
嗣
子
が
い
な
か
っ

た
の
で
、
跡
目
と
な
っ
た
荷
川
取
仁
也
玄
盛
を
系
祖
と
す
る
阿
多
利
真
の
一
門

が
い
る
。

忠
導
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
と
系
図
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
４

忠
導
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
一
覧

①
支
流

九
代
□
男
玄
陳
（
富

盛

家
）
小
祖
お
や
け
屋

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
九
一
頁

②
支
流

十
代
□
男
玄
盛
（

）
小
祖

那
覇
市
歴
史
博
物
館
に
複
製
本
あ
り
。
未
刊
行

図
４

忠
導
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
小
祖
の
系
図

向
裔
氏

三

代

四

代

多
良
間
首
里
大
屋
子

多
良
間
仁
也

長
男
朝

盛

長
男
朝

長

宮古島市総合博物館紀要 第26号（2022）



（縦15）

多
良
間
仁
也

塩
川
村
嶺
間

次
男
朝

首

宮
古
島

忠
導
氏
正
統
七

代

八

代

支
流
九

代

十
代

十
一
代

平
良
親
雲
上

雖
為
向
裔
氏
多
良
間
朝
首
長
子

長
男
玄

淑

忠
導
氏
狩
俣
筑
登
之
親
雲
上
玄
陳
、
依
無
男
子
、
任
訟
為
婿
養
子

狩
俣
首
里
大
屋
子

狩
俣
仁
也

次
男
玄

易

長
男
玄

往

当
島
詰
役
之
時
生
産

①

狩
俣
筑
登
之
親
雲
上

玄
往
妻

平
良
仁
也
塩
川
村
お
や
け
屋
（
富
盛
家
）

長
女
免

嘉

□
男
玄

陳

長
女
辺

計

長
男
玄

俗

浦
渡
氏

四

代

塩
川
目
差

仲
筋
仁
也

玄
陳
妻

来
間
目
差

長
男
常

守

長
男
常

為

長
女
屋

真

次
女
嘉

那

次
男
玄

為

狩
俣
仁
也

三
男
玄

合

平
良
仁
也

四
男
玄

扶

忠
導
氏
支
流
九

代

十

代

十
一
代

荷
川
取
与
人

友
利
仁
也

□
男
玄

□

長
男
玄

□

荷
川
取
与
人
、
多
良
間
島
雖
為
生
産
之
子

兄
友
利
仁
也
因
無
嗣
子
、
依
訟
為
猶
子

仲
筋
村
百
姓

②

荷
川
取
仁
也

荷
川
取
仁
也
仲
筋
村
阿
多
利
真

多
良
間

□
女
屋

真

次
男
玄

盛

長
男
玄

佐

平
良
仁
也

次
男
玄

正
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⑸
馬
続
氏
の
「
系
図
家
譜
」

宮
古
島
に
お
け
る
馬
続
氏
は
、
首
里
府
の
馬
氏
高
江
洲
親
雲
上
良
充
が
、
順

治
八
（
一
六
五
一
）
年
辛
卯
か
ら
同
十
年
癸
巳
ま
で
の
三
年
間
の
宮
古
島
在
番

詰
の
と
き
に
生
ま
れ
た
島
尻
目
差
良
昭
を
初
代
と
す
る
正
統
家
が
あ
り
、
三
代

の
川
満
与
人
良
秀
の
□
男
長
浜
与
人
良
長
を
系
祖
と
す
る
小
祖
が
あ
る
。

多
良
間
島
の
馬
続
氏
は
、
初
代
の
良
昭
が
多
良
間
島
詰
役
の
と
き
に
、
土
原

氏
西
筋
仁
也
春
□
の
女
子
保
名
人
と
の
間
に
生
ま
れ
た
高
江
洲
筑
登
之
親
雲
上

良
祥
を
二
代
系
祖
と
す
る
一
門
で
あ
る
。

馬
続
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
と
系
図
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
５

馬
続
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
一
覧

①
正
統

初
代

良
昭
（

家
）

東
仲
宗
根
村
親
喜
屋

未
確
認

②
支
流

四
代
□
男
良
長
（
高
江
洲
家
）
小
祖

『
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
紀
要
』
第
十
七
号

一
六
三
頁

③
支
流

二
代
□
男
良
祥
（
羽

地

家
）
小
祖
仲
筋
村
東
筋

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
一
一
三
頁

図
５

馬
続
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
小
祖
の
系
図

元

祖

二

代

三

代

四

代

首
里
府
馬
氏
高
江
洲
親
雲
上

良

充

宮
古
島
在
番
之
時
生
産
之
子

島
尻
目
差

川
満
与
人

①

□
男
良

昭

□
男
良

□

□
男
良

秀

□
男
良

□

長
浜
与
人

②

□
男
良

長

多
良
間
島
詰
役
之
時
生
産
之
子

高
江
洲
筑
登
之
親
雲
上

喜
納
仁
也

③

□
男
良

祥

長
男
良

徳

土
原
氏
西
筋
仁
也

高
江
洲
仁
也

□
男
春

□

□
女
保
名
人

次
男
良

誠
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⑹
玻
立
氏
の
「
系
図
家
譜
」

玻
立
氏
に
つ
い
て
は
、
『
玻
立
氏
系
図
家
譜
正
統
』
が
未
確
認
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
出
自
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
万
暦
年
間
に
砂
川
間
切
西
里
村
羽
立

の
出
身
で
あ
る
元
祖
の
泰
記
が
平
良
大
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

玻
立
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
と
系
図
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

玻
立
氏
の
「
系
図
家
譜
」
は
、
少
な
く
と
も
九
冊
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
は
②
・
③
・
⑤
が
確
認
さ
れ
、
多
良
間
島
と
の
関
係
で
は
五
代
洲
鎌
仁
也

が
仲
筋
村
百
姓
塩
川
の
女
子
宇
毛
と
の
間
に
生
ま
れ
た
洲
鎌
筑
登
之
泰
昌
の
⑤

だ
け
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

表
６

玻
立
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
系
図
家
譜
一
覧

①
元
祖

泰
記
（

）

羽
立

未
確
認

②
支
流

七
代
□
男
泰
偶
（

）
小
祖

『
平
良
市
史

第
八
巻
資
料
編
６
』
六
四
二
頁

③
支
流

六
代
三
男
泰
昌
（
仲

本

家
）
小
祖
塩
川
村
嶺
間

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５
』
一
五
四
頁

④
支
流

五
代
□
男
泰
恭
（

）
小
祖

未
確
認

⑤
支
流

六
代
次
男
泰
謙
（
砂

川

家
）
小
祖

『
平
良
市
史

第
三
巻
資
料
編
１
』
四
四
八
頁

⑥
支
流

八
代
次
男
泰
與
（

）
小
祖
宇
江
比
屋

未
確
認

⑦
支
流

七
代
次
男
泰
膜
（

）
小
祖
羽
立

未
確
認

⑧
支
流

七
代
三
男
泰
布
（

）
小
祖
東
之

未
確
認

⑨
支
流

七
代
四
男
泰
渡
（

）
小
祖
東
之

未
確
認

図
６

玻
立
氏
一
門
の
正
統
と
支
流
の
小
祖
の
系
図

元

祖

二

代

三

代

四

代

五

代

六

代

七

代

八

代

平
良
親
雲
上

洲
鎌
目
差

洲
鎌
仁
也

多
良
間
親
雲
上

①
元
祖
泰

記

□
男
泰

□

□
男
泰

□

□
男
泰

□

長
男
泰

里

長
男
泰

丘

□
男
泰

□

多
良
間
仁
屋

②

□
男
泰

偶

大
阿
母

大
阿
母
新
城
与
人
泰
識
室

長
女

亀

□
女

松

次
男
泰

□
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洲
鎌
筑
登
之
小
祖
塩
川
村
嶺
間
（
仲
本
家
）

③

三
男
泰

昌

砂
川
与
人
親
雲
上

④

□
男
泰

恭

長
男
泰

□

狩
俣
目
差

新
城
与
人

仲
地
目
差

⑤

次
男
泰

謙

長
男
泰

識

長
男
泰

春

狩
俣
仁
也

⑥

次
男
泰

與

玉
城
□
□

砂
川
仁
也

⑦

次
男
泰

膜

三
男
泰

見

伊
計
筑
登
之

砂
川
仁
也

⑧

三
男
泰

布

四
男
泰

能

長
浜
目
差

大
浦
目
差

⑨

四
男
泰

渡

五
男
泰

政

新
城
仁
屋

六
男
泰

昌

二

多
良
間
島
の
「
系
図
家
譜
」
に
記
さ
れ
た
御
朱
印
等
に
よ
る
役
人
の
叙
任

右
に
示
し
た
多
良
間
島
の
「
系
図
家
譜
」
は
、
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資

料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
を
は
じ
め
、
『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編

５

多
良
間
の
系
図
並
に
勤
書
・
古
文
書
・
御
嶽
・
古
謡
』
、
『
多
良
間
村

第
一
巻
通
史
編

島
の
あ
ゆ
み
』
に
翻
刻
さ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
村
史
編
集
時
に
は
未
確
認
で
あ
っ
た
「
系
図
家
譜
」
が
、
そ
の
後
に

確
認
さ
れ
新
た
な
記
事
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

「
系
図
家
譜
」
に
は
、
役
人
の
叙
任
に
際
し
王
府
よ
り
御
朱
印
を
下
賜
さ
れ

た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
赤
八
巻
を
賜
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
筑
登
之
座
敷
に
叙

さ
れ
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
記
述
に
違
い
が
あ
り
、
時
代

順
に
①
御
朱
印
の
下
賜
（
因
而
賜
御
朱
印
）
、
②
赤
八
巻
等
の
下
賜
（
賜
赤
八

巻
・
賜
黄
八
巻
）
、
③
筑
登
之
座
敷
や
黄
冠
へ
の
叙
（
叙
筑
登
之
座
敷
・
叙
黄

冠
）
、
④
筑
登
之
座
敷
等
の
頂
戴
（
赤
八
巻
頂
戴
・
筑
登
之
座
敷
頂
戴
・
黄
八

巻
頂
戴
）
、
⑤
そ
の
後
の
御
朱
印
下
賜
の
記
録
な
し
の
任
命
（
為
杣
山
筆
者
・

為
○
○
村
耕
作
筆
者
・
任
水
納
目
差
・
任
塩
川
与
人
等
）
、
⑥
琉
球
藩
、
⑦
沖

縄
県
に
区
分
し
て
、
①
一
九
件
、
②
八
件
、
③
五
件
、
④
一
六
件
、
⑤
四
六
件
、

⑥
一
件
、
⑦
一
件
を
拾
い
出
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
①
の
み
を
左
に
列
記
す
る
。

⑴
御
朱
印
の
下
賜

隆
慶
元
（
一
五
六
七
）
年
か
ら
康
熙
十
四
（
一
六
七
五
）
年
ま
で
の
百
年
余
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の
間
に
、
御
朱
印
つ
ま
り
辞
令
書
を
賜
っ
て
、
多
良
間
首
里
大
屋
子
を
は
じ
め
、

多
良
間
船
筑
、
多
良
間
目
差
、
多
良
間
文
子
、
塩
川
与
人
、
仲
筋
与
人
、
仲
筋

目
差
、
下
地
之
頭
職
、
塩
川
目
差
、
水
納
目
差
に
任
じ
ら
れ
た
り
、
為
っ
た
の

は
一
八
件
で
、
宇
江
原
・
久
嘉
知
原
・
久
智
原
・
中
原
・
喜
武
原
に
あ
る
畠
二

百
六
十
貫
と
供
夫
三
人
を
与
え
た
一
件
の
合
わ
せ
て
一
九
件
の
記
事
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

尚
元
王
世
代

隆
慶
元
（
一
五
六
七
）
年
丁
卯
八
月
五
日
、
任
多
良
間
首
里
大
屋
子
、
因

而
賜
御
朱
印

土
原
氏
四
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
村

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
六
八
頁
］

尚
寧
王
世
代

万
暦
三
十
（
一
六
〇
二
）
年
壬
寅
九
月
九
日
、
為
多
良
間
船
筑
、
因
而
賜

御
朱
印

浦
渡
氏
初
代
多
良
間
船
筑
常
基

［
『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５

多
良
間
の
系
図
』
一
三
二
頁
］

万
暦
四
十
（
一
六
一
二
）
年
壬
子
九
月
十
八
日
、
為
多
良
間
船
筑
、
因
而

賜
御
朱
印

浦
渡
氏
二
代
仲
筋
与
人
常
幹

［
『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５

多
良
間
の
系
図
』
一
三
二
頁
］

万
暦
四
十
（
一
六
一
二
）
年
壬
子
九
月
十
八
日
、
任
多
良
間
目
指
、
因
而

賜
御
朱
印

土
原
氏
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
暄

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
六
八
頁
］

万
暦
四
十
二
（
一
六
一
四
）
年
甲
寅
九
月
二
十
日
、
為
多
良
間
文
子
、
因

而
賜
御
朱
印

万
暦
四
十
三
（
一
六
一
五
）
年
乙
卯
四
月
二
十
二
日
、
宇
江
原
・
久
嘉
知

原
・
久
智
原
・
中
原
・
喜
武
原
、
畠
二
百
六
十
貫
、
供
夫
三
人
與
之
、
因

而
賜
御
朱
印

天
啓
元
（
一
六
二
一
）
年
辛
酉
八
月
十
日
、
為
塩
川
与
人
、
因
而
賜
御
印

判
尚
豊
王
世
代

崇
禎
二
（
一
六
二
九
）
年
己
巳
八
月
二
十
一
日
、
為
多
良
間
首
里
大
屋
子
、

因
而
賜
御
印
判

向
裔
氏
初
代
下
地
親
雲
上
朝
裔

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
一
六
頁
］

崇
禎
五
（
一
六
三
二
）
年
壬
申
八
月
十
八
日
、
為
仲
筋
与
人
、
因
而
賜
御

印
判浦

渡
氏
二
代
仲
筋
与
人
常
幹

［
『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５

多
良
間
の
系
図
』
一
三
二
頁
］

順
治
二
（
一
六
四
五
）
年
乙
酉
八
月
十
日
、
為
仲
筋
目
差
、
因
而
賜
御
朱

印
浦
渡
氏
三
代
仲
筋
目
差
常
盛

［
『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５

多
良
間
の
系
図
』
一
三
二
頁
］
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尚
賢
王
世
代

順
治
四
（
一
六
四
七
）
年
丁
亥
八
月
二
十
五
日
、
任
下
地
之
頭
職
、
因
而

賜
御
朱
印

向
裔
氏
初
代
下
地
親
雲
上
朝
裔

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
一
六
頁
］

隆
武
三
（
一
六
四
七
）
年
辛
卯
（
丁
亥
の
誤
り
）
八
月
二
十
八
日
、
為
塩

川
目
差
、
因
而
賜
御
朱
印

向
裔
氏
二
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
朝
宗

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
一
六
頁
］

尚
質
王
世
代

順
治
九
（
一
六
五
二
）
年
壬
辰
十
月
九
日
、
為
塩
川
目
差
、
因
而
賜
御
朱

印
向
裔
氏
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
朝
時

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
三
四
頁
］

順
治
十
一
（
一
六
五
四
）
年
甲
午
、
為
水
納
目
差
、
因
而
賜
御
朱
印

土
原
氏
六
代
水
納
目
差
春
徳

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
九
一
頁
］

順
治
十
二
（
一
六
五
五
）
年
乙
未
七
月
一
日
、
任
塩
川
与
人
、
因
而
賜
御

朱
印

順
治
十
六
（
一
六
五
九
）
年
己
亥
八
月
十
一
日
、
任
多
良
間
首
里
大
屋
子
、

因
而
賜
御
朱
印

土
原
氏
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
暄

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
六
八
頁
］

順
治
十
六
（
一
六
五
九
）
年
己
亥
八
月
十
一
日
、
為
塩
川
与
人
、
因
而
賜

御
朱
印

向
裔
氏
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
朝
時

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
三
四
頁
］

順
治
十
六
（
一
六
五
九
）
年
己
亥
八
月
十
一
日
、
為
仲
筋
目
差
、
賜
御
朱

印
向
裔
氏
二
代
仲
筋
目
差
朝
平

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
四
二
頁
］

順
治
十
六
（
一
六
五
九
）
年
己
亥
八
月
十
一
日
、
為
塩
川
目
差
、
因
而
賜

御
朱
印

浦
渡
氏
四
代
塩
川
目
差
常
守

［
『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５

多
良
間
の
系
図
』
一
三
三
頁
］

尚
貞
王
世
代

康
熙
十
四
（
一
六
七
五
）
年
乙
卯
十
月
十
三
日
、
為
水
納
目
差
、
因
而
賜

御
朱
印

向
裔
氏
三
代
塩
川
与
人
朝
玄

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
一
六
頁
］

三

宮
古
島
の
頭
と
辞
令
書

多
良
間
島
の
辞
令
書
を
見
る
前
に
、
宮
古
島
の
頭
の
任
命
と
辞
令
書
に
つ
い
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て
見
て
み
た
い
。

『
御
嶽
由
来
記
』
に
、
嘉
靖
元
壬
午
（
一
五
二
二
）
年
の
こ
と
と
し
て
、

「
地
金
丸
御
美
腰
并
御
玉
、
嘉
靖
元
壬
午
年
お
き
や
か
も
い
か
な
し
御
守
に
、

豊
見
親
奉
献
上
候
」
と
あ
り
、
「
宮
古
島
頭
役
立
始
之
事
」
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

宮
古
島
頭
役
立
始
之
事

仲
宗
根
豊
見
親
跡
職
、
豊
見
親
嫡
子
金
盛
被
仰
付
置
候
処
、
不
届
ニ
付
豊
見

親
被
召
迯
候
間
、
同
人
末
弟
字
お
ま
の
こ
よ
り
平
良
大
首
里
大
屋
子
始
被
仰

付
、
三
四
年
迄
頭
ハ
平
良
壱
人
ニ
て
候
処
、
其
後
御
重
字
ま
ふ
ん
と
の
よ
り

頭
下
地
大
首
里
大
屋
子
始
被
仰
付
、
両
頭
ニ
て
候
処
、
万
暦
三
拾
七
己
酉
年
、

国
仲
与
人
字
も
さ
御
物
宰
領
に
て
悪
鬼
納
江
相
渡
此
の
時
薩
摩
よ
り
本
国
を
征
伐

し
、
尚
寧
王
日
本
へ
渡
被
給
候
年

に
当
り
御

供
奉
仕
候

首
里
天
加
那
志
美
御
前
被
為
遊
御
上
洛
候
付
テ
、
御
供
奉
首
尾
能

帰
島
、
彼
国
仲
与
人
よ
り
頭
砂
川
大
首
里
大
屋
子
始
被
下
候
、
以
来
三
人
ニ

て
勤
仕
候
事

［
『
平
良
市
史

第
三
巻

資
料
編
１

前
近
代
』
三
六
頁
］

球
陽
巻
四

尚
寧
王

二
十
一
（
万
暦
三
十
七
・
一
六
〇
九
）
年
己
酉

始
め
て
宮
古
山
に
砂
川
頭
職
を
置
く
。

248
嘉
靖
年
間
、
鯖
祖
氏
（
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
）
の
三
男
、
宇
真
乃
古
、
擢
ん

う

ま

の

こ

ぬ
き

で
ら
れ
て
平
良
大
首
里
大
屋
子
と
為
り
、
三
年
を
歴
た
り
。

へ

又
、
真
普
武
殿
を
擢
ん
で
て
下
地
大
首
里
大
屋
子
と
為
す
。

万
暦

己

酉
、
国
仲
与
人
（
童
名
武
佐
）
中
山
に
入
貢
す
。

つ
ち
の
と
と
り

時
に
亦
、
擢
ん
で
て
、
砂
川
大
首
里
大
屋
子
と
為
す
。

宮
古
島
頭
三
員
、
此
れ
よ
り
し
て
始
ま
る
。

［
球
陽
研
究
会
編
『
沖
縄
文
化
史
料
集
成
５

球
陽

読
み
下
し
編
』
一
七
四
頁
］

尚
真
王
か
ら
尚
清
王
・
尚
元
王
の
世
代
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
～
一
五
六

六
）
に
、
鯖
祖
氏
つ
ま
り
忠
導
氏
元
祖
仲
宗
根
豊
見
親
玄
雅
の
三
男
の
宇
真
乃

古
が
平
良
大
首
里
大
屋
子
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
『
忠
導
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
は
、
嘉
靖
元
（
一
五
二
二
）
年
に
初

め
て
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
。

二
世
玄
屯
平
良
親
雲
上

童
名
馬
之
子

弘
治
年
間
生
、
嘉
靖
年
間
卒
、
号
緑
渓
良
因

父
母
同
兄
玄
数

尚
真
王
世
代

嘉
靖
元
年
壬
午
、
始
而
任
平
良
之
頭
職

［
『
平
良
市
史

第
三
巻

資
料
編
１

前
近
代
』
三
四
三
頁
］

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
が
所
蔵
す
る
万
暦
二
十
三
（
一
五
九
五
）
年
八

月
二
十
九
日
の
「
大
宮
古
間
切
下
地
大
首
里
大
屋
子
宛
知
行
安
堵
辞
令
書
」
に

は
、
「
し
ま
し
り
の
し
よ
り
の
大
や
こ
（
島
尻
の
首
里
大
屋
子
）
」
と
「
し
も

ち
の
大
し
よ
り
の
大
や
こ
（
下
地
の
大
首
里
大
屋
子
）
」
の
二
人
の
職
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
一
人
は
「
首
里
大
屋
子
」
で
、
も
う
一
人
は
「
大
首
里
大
屋

子
」
で
あ
る
。

何
人
か
い
る
首
里
大
屋
子
の
中
で
、
特
別
な
首
里
大
屋
子
と
し
て
の
「
大
首

里
大
屋
子
」
が
あ
り
、
「
下
地
の
大
首
里
大
屋
子
」
は
そ
の
一
人
と
し
て
区
別

さ
れ
て
い
た
。

志
よ
里
能
御
ミ
事

し

り

の
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大
ミ
や
こ
満
き
里
の

ま

り

も
と
の
志
ま
し
里
の
志
よ
り
の
大
や
こ
可
ち
の

し

り

し

か

う
ち
よ
り

（
中
略
）

一
人
志
も
ち
の
大
志
よ
り
の
大
や
こ
尓

し

し

に

た
ま
王
里
申
候

わ

り

志
よ
里
よ
り
志
も
ち
の
大
志
よ
り
の
大
や
こ
可

し

り

し

し

か

方
へ
ま
い
る

万
暦
二
十
三
年
八
月
廿
九
日

［
『
平
良
市
史

第
三
巻

資
料
編
１

前
近
代
』
七
頁
］

島
尻
首
里
大
屋
子
や
下
地
大
首
里
大
屋
子
は
、
万
暦
二
十
三
（
一
五
九
五
）

年
八
月
二
十
九
日
に
は
す
で
に
任
命
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
辞

令
書
に
は
個
人
を
特
定
す
る
名
乗
は
ま
だ
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。

『
白
川
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
よ
れ
ば
、
七
世
下
地
親
雲
上
恵
伝
は
万
暦
二

十
（
一
五
九
二
）
年
に
頭
下
地
大
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
、
同
辞
令
書
に
あ

る
と
お
り
同
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
に
下
地
の
祖
納
を
蒙

領

（
拝
領
）
し

も
う
り
よ
う

た
と
あ
る
。
そ
の
記
録
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

七
世
下
地
親
雲
上
恵
伝

童
名
宇
真
能
子

嘉
靖
三
十
七
年
戊
午
正
月
初
九
日
生

万
暦
三
十
四
年
丙
午
十
二
月
十
日
不
禄
享
年
四
十
九
号
雄
岳
崇
英
葬
于
八

重
山父

恵
道

母
川
盛
氏

室
仁
喜
屋
千
代
盛

宮
金
氏
下
里
船
之
筑
寛
次
女
也

嘉
靖
三
十
八
年
己
未
三
月
十
日
生

泰
昌
元
年
庚
申
八
月
十
五
日
卒
寿
六
十
二
号
一
宝
妙
珠

尚
永
王
世
代

万
暦
元
年
癸
酉
九
月
十
九
日
結
欹
髪

同
年
九
月
二
十
日
、
為
脇
筆
者

同
十
一
年
癸
未
、
任
洲
鎌
与
人

尚
寧
王
世
代

万
暦
二
十
年
壬
辰
、
任
頭
職
下
地
大
首
里
大
屋
子

同
二
十
二
年
庚
午
、
捧
年
貢
上
国
公
事
全
竣
帰
島

同
二
十
三
年
乙
未
八
月
二
十
九
日
、
蒙
領
下
地
之
祖
納

［
『
平
良
市
史

第
三
巻

資
料
編
１

前
近
代
』
一
七
九
頁
］

『
宮
古
島
在
番
記
』
に
は
、
最
初
に
砂
川
大
首
里
大
屋
子
に
任
命
さ
れ
た
の

は
、
万
暦
三
十
七
（
一
六
〇
九
）
年
己
酉
か
ら
同
四
十
一
（
一
六
一
三
）
年
癸

丑
ま
で
の
頭
役
の
玻
立
氏
の
泰
政
で
あ
る
と
あ
る
。
『
玻
立
氏
系
図
家
譜
正

統
』
が
未
確
認
で
あ
る
の
で
、
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

万
暦
三
十
七
酉
年
ヨ
リ
同
四
十
一
年
丑
迄
頭
役
三
年

玻
立
氏

平
良
川
満

砂
川
大
首
里
大
屋
子
泰
政

字
武
佐

［
『
沖
縄
県
史
料

前
近
代
１

首
里
王
府
仕
置
』
一
六
六
頁
］

先
に
紹
介
し
た
万
暦
二
十
三
（
一
五
九
五
）
年
八
月
二
十
九
日
の
「
大
宮
古

間
切
下
地
大
首
里
大
屋
子
宛
知
行
安
堵
辞
令
書
」
以
後
に
、
宮
古
八
重
山
の
両

先
島
の
役
人
に
交
付
さ
れ
た
辞
令
書
で
、
高
良
倉
吉
氏
が
過
渡
期
辞
令
書
と
し

て
分
類
す
る
も
の
が
六
通
あ
り
、
そ
の
内
四
通
が
多
良
間
島
に
関
す
る
も
の
で
、
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原
本
で
あ
る
。

あ
と
二
通
は
八
重
山
島
の
も
の
で
あ
り
、
多
良
間
島
の
も
の
よ
り
五
・
六
年

前
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、
家
譜
に
転
写
さ
れ
た
も
の
と
写
本
を
軸
装
し
た
も

の
で
あ
る
。

辞
令
書
は
漢
字
と
万
葉
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
原
本
ど
お
り
表
記
し
、

ル
ビ
を
振
っ
た
。
御
朱
印
で
あ
る
「
首
里
之
印
」
が
、
最
初
の
「
首
里
」
と
最

後
の
年
号
の
「
天
啓
」
の
文
字
の
上
に
押
さ
れ
て
い
る
が
省
略
し
た
。

次
に
、
八
重
山
島
の
過
渡
期
辞
令
書
に
つ
い
て
、
見
て
み
よ
う
。

四

八
重
山
島
の
過
渡
期
辞
令
書
二
通

⑴
「
八
重
山
間
切
の
石
垣
首
里
大
屋
子
知
行
安
堵
辞
令
書
」

石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
館
長
の
玻
名
城
泰
雄
氏
か
ら
、
沖
縄
県
立
博
物
館

学
芸
員
の
上
江
洲
敏
夫
氏
に
、
『
長
栄
氏
系
図
家
譜
小
宗
』
に
天
啓
五
（
一
六

二
五
）
年
の
辞
令
書
が
転
写
さ
れ
て
い
る
と
の
情
報
提
供
が
あ
り
、
上
江
洲
氏

が
一
九
八
四
年
発
行
の
『
沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
』
第
十
号
で
、
「
〈
資
料
紹

介
〉
辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
補
遺
（
二
）
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

『
長
栄
氏
系
図
家
譜
小
宗
』
を
見
て
み
る
と
、
小
宗
の
五
世
石
垣
親
雲
上
信

本
の
紀
録
に
、
こ
の
辞
令
書
が
転
写
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
２

。
五
世
信
本

童
名
保
久
利
、
行
二
、
万
暦
二
十
年
壬

辰

正
月
十
一
日
生
、

順
治
十
八
年
辛

丑

十
月
二
十
六
日
死
、
寿
七
十
、
号
青
山

父
元
祖
石
垣
親
雲
上
信
保
、
四
世
石
垣
親
雲
上
信
名
生
寿
不
詳

号
重
華

母
憲
章
氏
波
照
間
首
里
大
屋
子
英
恒
女
、
宇
那
利
生
寿
不
詳

号
解
心

室
毛
裔
氏
宮
良
親
雲
上
安
英
女
、
比
呂
真
万
暦
年
間
生
、
崇
禎
年
間
任
大
安
母

職
、
順
治
五
年
戊
子
十
月
廿
二
日
死
、

寿
不
詳
、

号

清

鐘（
中
略
）

尚
寧
王
世
代

万
暦
年
間
結
欹
髪
、
役
之
位
階
、
官
級
、
旅
之
勲
功
、
年
号
月
日
、
歴
年

久
遠
不
詳

万
暦
四
十
三
年
乙
卯
、
任
石
垣
頭
職
恭
頂
戴

聖
君
金
印
判

尚
豊
王
世
代

天
啓
五
年
乙
丑
十
月
十
四
日
、
知
行
高
二
十
斛
恭
頂
戴

聖
君
金
印
判
左

録
首
里
能
御
三
事

の

み

八
重
山
間
切
の
い
し
か
き
村
よ
り

知
行
高
弐
拾
石
ハ

一
人
い
し
か
き
の
志
よ
り
乃
大
や
こ
尓

し

の

に

多
ま
王
り
申
候

た

わ

天
啓
五
年
十
月
十
四
日

崇
禎
十
二
年
己
卯
、
致
職

（
後
略
）

［
『
石
垣
市
史
叢
書
６
』
七
二
頁
］

信
本
は
、
万
暦
年
間
に
欹
髪
を
結
い
、
役
人
と
し
て
石
垣
頭
職
ま
で
昇
っ
て

い
る
が
、
年
を
経
る
こ
と
久
し
く
、
そ
の
位
階
や
官
級
、
旅
の
勲
功
の
年
号
月

日
は
不
詳
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
万
暦
四
十
三
（
一
六
一

五
）
年
に
石
垣
頭
職
に
任
じ
ら
れ
て
、
金
印
判
を
頂
戴
し
た
と
あ
る
の
で
、
も
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し
か
し
た
ら
「
八
重
山
間
切
の
い
し
か
き
の
志
よ
り
乃
大
や
こ
」
職
補
任
の
辞

令
書
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
天
啓
五
（
一
六
二
五
）
年
乙
丑

十
月
十
四
日
に
、
知
行
高
二
十
斛
を
頂
戴
し
た
と
き
の
知
行
安
堵
の
辞
令
書
が

交
付
さ
れ
て
い
る
。
『
長
栄
氏
系
図
家
譜
小
宗
』
を
編
集
す
る
際
に
、
紀
録
の

証
拠
と
し
て
こ
の
辞
令
書
を
転
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
八
重
山
島
年
来
記
』
に
は
、
「
万
暦
四
十
三
乙
卯

玻
武
名
村
長
栄
氏
ほ

く
り
も
い
、
石
垣
親
雲
上
頭
成
ル
、
勤
役
弐
拾
五
年
」
と
見
え
る
。

⑵
「
八
重
山
間
切
の
新
本
目
差
職
補
任
辞
令
書
」

左
の
辞
令
書
は
、
八
重
山
間
切
の
「
あ
ら
ぬ
と
の
ち
く
（
新
本
之
筑
）
」
の

首
里
能
御
三
事

の

み

屋
へ
ま
ま
き
り
の

あ
ら
ぬ
と
め
さ
し
ハ

一
人
あ
ら
ぬ
と
の
ち
く
尓に

多
ま
王
り
申
候

た

わ

天
啓
六
年
八
月
二
十
八
日

［
『
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
八
号

辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』
四
三
頁
］

職
に
あ
る
者
を
、
「
あ
ら
ぬ
と
め
さ
し
（
新
本
目
差
）
」
職
に
昇
任
さ
せ
た
と

き
に
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

八
重
山
島
の
役
職
で
「
目
差
」
の
下
位
の
職
に
「
何
々
之
筑
」
と
い
う
の
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宮
古
島
の
『
真
世
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
、
万
暦
三
十
六
（
一
六
〇
八
）
年

戊
申
生
ま
れ
の
初
代
の
根
間
与
人
平
道
の
父
は
「
狩
俣
船
筑
」
の
狩
俣
尓
也
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

多
良
間
島
で
は
、
『
浦
渡
氏
系
図
家
譜
正
統
』
に
、
初
代
で
あ
る
常
基
は
万

暦
三
十
（
一
六
〇
二
）
年
壬
寅
九
月
九
日
に
「
多
良
間
船
筑
」
と
な
り
、
御
朱

印
を
賜
っ
た
と
あ
る
。

浦
渡
氏
家
譜
正
統

常
基
多
良
間
船
筑

童
名
計
洲

父
母
不
知
為
何
人

尚
寧
王
世
代

万
暦
三
十
年
壬
寅
九
月
九
日
、
為
多
良
間
船
筑
、
因
而
賜
御
朱
印
、

雖
然
久
遠
故
生
死
不
詳

『
多
良
間
村
史

第
六
巻
資
料
編
５

多
良
間
の
系
図
並
に
勤
書
』
一
三
二
頁

父
母
や
生
死
は
明
確
で
は
な
い
が
、
多
良
間
船
筑
に
な
り
、
御
朱
印
を
頂
戴

し
た
万
暦
三
十
年
壬
寅
九
月
九
日
が
き
ち
ん
と
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
『
浦
渡
氏
系
図
家
譜
正
統
』
を
編
集
し
た
時
点
で
は
辞
令
書
が
遺
さ
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
辞
令
書
に
は
父
母
の
名
前
や
生
死
年
月
日
は
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
系
図
家
譜
に
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
「
父

母
不
知
為
何
人
」
や
「
久
遠
故
生
死
不
詳
」
と
書
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

宮古島市総合博物館紀要 第26号（2022）



（縦25）

次
に
、
多
良
間
島
の
四
通
の
辞
令
書
を
見
て
み
よ
う
。

五

多
良
間
島
の
過
渡
期
辞
令
書
四
通

高
良
倉
吉
氏
は
、
多
良
間
の
辞
令
書
に
つ
い
て
『
多
良
間
村
史

第
二
巻

資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

表
７
に
示
し
た
よ
う
に
す
べ
て
目
差
、
与
人
、
首
里
大
屋
子
と
い
っ
た
役

職
へ
の
任
命
で
あ
る
。
当
時
の
役
人
組
織
か
ら
い
う
と
、
首
里
大
屋
子
、
与

人
、
目
差
の
順
で
序
列
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
表
７
の
１
は
イ
ル
イ
筋
目

差
職
か
ら
仲
筋
目
差
職
へ
の
転
任
、
２
、
３
、
４
は
仲
筋
目
差
職
か
ら
仲
筋

与
人
職
へ
、
仲
筋
与
人
職
か
ら
多
良
間
首
里
大
屋
子
職
へ
、
無
職
の
（
人
名

マ
サ
リ
）
か
ら
水
納
目
差
職
へ
、
と
い
っ
た
ふ
う
に
す
べ
て
昇
任
の
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
１
、
２
、
３
の
辞
令
書
は
あ
る
一
人

の
人
物
の
受
け
た
一
連
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
人
名
は
不

明
な
の
で
仮
に
Ａ
と
す
る
と
、
Ａ
は
あ
る
年
に
イ
ル
イ
目
差
と
な
り
、
一
六

三
一
年
に
イ
ル
イ
目
差
か
ら
仲
筋
目
差
へ
と
転
任
に
な
っ
た
。
一
四
年
後
の

一
六
四
五
年
に
は
仲
筋
目
差
か
ら
仲
筋
与
人
へ
、
そ
の
二
年
後
に
は
仲
筋
与

人
か
ら
多
良
間
首
里
大
屋
子
、
つ
ま
り
多
良
間
最
高
の
役
職
へ
と
出
世
し
た

の
で
あ
る
。
典
型
的
な
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
表
７
の
４
、
つ
ま
り
水
納
目
差
と
な
っ
た
マ
サ
リ
は
、
あ
る
い
は
Ａ

の
息
子
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
二
九
〇
頁

高
良
氏
は
右
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
Ａ
や
マ
サ
リ
が
ど
の
家
の
だ
れ
で

あ
る
か
を
特
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

表
７

多
良
間
の
辞
令
書
一
覧

発
給
年
月
日

受
給
者

給
与
内
容

１

崇
禎
四
（
一
六
三
一
）
年
九
月
二
日

イ
リ
筋
目
差

大
宮
古
間
切
の
仲
筋
目
差
職

２

弘
光
元
（
一
六
四
五
）
年
八
月
十
日

仲
筋
目
差

大
宮
古
間
切
の
仲
筋
与
人
職

３

隆
武
三
（
一
六
四
七
）
年
八
月
二
十
八
日

仲
筋
与
人

大
宮
古
間
切
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
職

４

順
治
九
（
一
六
五
二
）
年
十
月
九
日

マ
サ
リ

大
宮
古
間
切
の
水
納
目
差
職

＊
原
文
で
は
表
は
横
書
き
で
あ
る
が
、
縦
書
き
に
組
み
直
し
た
。
ま
た
、
表
１

と
あ
る
の
は
表
７
に
置
き
換
え
た
。

こ
の
四
通
の
辞
令
書
は
、
土
原
氏
の
親
里
家
（
親
里
春
任
氏
）
に
伝
来
し
た

も
の
で
あ
り
、
現
在
は
多
良
間
村
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習
館
で
所
蔵
さ
れ
、
展
示

公
開
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
三
月
三
十
日
付
で
、
辞
令

書
四
通
を
一
括
し
て
「
親
里
家
文
書
」
と
し
て
沖
縄
県
指
定
の
有
形
文
化
財
古

文
書
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

親
里
家
は
、
前
述
の
と
お
り
土
原
豊
見
親
春
源
を
元
祖
と
す
る
土
原
氏
一
門

で
、
春
源
の
四
男
二
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
盛
を
系
祖
と
す
る
『
土
原
氏
系

図
家
譜
支
流
』
（
下
地
家
）
か
ら
別
家
譜
を
編
集
し
た
分
家
で
あ
る
。

『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
下
地
家
）
は
、
下
地
春
増
氏
の
所
蔵
で
『
多
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良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
系
祖
の
春

盛
を
筆
頭
に
、
そ
の
嫡
子
三
代
仲
筋
与
人
春
栄
、
そ
の
嫡
子
四
代
多
良
間
首
里

大
屋
子
春
永
、
そ
の
嫡
子
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
良
と
続
き
、
さ
ら
に
六

代
水
納
目
差
春
納
、
七
代
水
納
仁
屋
春
指
、
八
代
水
納
仁
屋
春
仁
、
九
代
下
地

春
由
と
続
き
、
十
六
代
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
童
名
が
記

述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
五
代
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
良
の
履
歴
が
ほ
と

ん
ど
欠
落
し
て
い
た
り
、
七
代
か
ら
十
二
代
に
か
け
て
は
母
の
名
が
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
で
、
検
印
の
押
さ
れ
た
正
式
な
「
系
図
家
譜
」
だ
っ
た
の
か
、

疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、
原
本
な
り
複
製
な
り
を
確
認
し
た
い
が
、

い
ず
れ
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
大
変
残
念
で
あ
る
。

村
山
家
に
も
、
名
乗
頭
字
の
春
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
下
の
も
う
一
文
字

が
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
代
数
や
生
年
に
誤
り
が
あ
る
な
ど
下
書
き
と

思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
良
の
長
男
の
六
代
水
納
目
差
春
納
以
下
の
子
孫

は
『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
村
山
家
）
に
記
録
さ
れ
、
次
男
の
六
代
水
納

目
指
春
徳
以
下
の
子
孫
は
『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
前
久
志
原
（
親
里
家
）

に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

⑴
「
大
宮
古
間
切
の
水
納
目
差
職
補
任
辞
令
書
」

下
の
辞
令
書
は
、
４
の
「
大
宮
古
間
切
の
水
納
目
差
職
補
任
辞
令
書
」
で
あ

る
。多

良
間
島
の
「
系
図
家
譜
」
か
ら
、
水
納
目
差
を
下
賜
さ
れ
た
「
ま
さ
り
」

と
い
う
者
を
見
て
み
る
と
、
『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
親
里
家
）
の
系
祖

で
六
代
水
納
目
指
春
徳
が
い
る
。
親
里
家
は
、
四
点
の
辞
令
書
を
伝
世
し
て
い

た
家
で
あ
る
。

首
里
乃
御
三
事

の

み

大
宮
古
間
切
之

水
納
め
さ
し
八は

一
人
満
さ
り
尓

ま

に

多
ま
王
り
申
候

た

わ

順
治
九
年
十
月
九
日

［
『
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
八
号

辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』
五
二
頁
］

『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
親
里
家
）
は
、
『
多
良
間
村
史

第
二
巻

資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
多
良
間
村
ふ
る
さ

と
民
俗
学
習
館
所
蔵
の
原
本
の
写
真
デ
ー
タ
を
参
照
し
な
が
ら
、
春
徳
に
つ
い

て
翻
刻
し
て
み
た
。

土
原
氏
家
譜
支
流

春
徳
水
納
目
指

童
名
真
佐
利

父
土
原
氏
豊
見
親
春
源
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
良

母
塩
川
村
百
姓
宇
増
呂
女
保
那

万
暦
三
十
七
年
己
酉
四
月
二
日
生
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康
熙
三
年
甲
辰
六
月
十
七
日
死

享
年
五
十
六

崇
禎
六
年
癸
酉
八
月
十
五
日
生

順
治
八
年
辛
卯
八
月
五
日
、
結
片
髪

同
十
一
年
庚
午
、
為
水
納
目
指
、
因
而
賜
御
朱
印

康
熙
二
十
三
年
甲
子
四
月
十
八
日
死

享
年
五
十
二

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
九
一
頁
］

土
原
氏
の
「
系
図
家
譜
」
を
見
て
み
る
と
、
水
納
目
差
の
肩
書
を
も
つ
者
が

も
う
一
人
い
る
。
春
徳
の
兄
で
、
『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
村
山
家
）
の

系
祖
の
春
納
で
あ
る
。

『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
村
山
家
）
は
、
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

多
良
間
村
ふ
る
さ
と
民
俗
学
習
館
所
蔵
の
原
本
の
写
真
デ
ー
タ
か
ら
、
春
納
に

つ
い
て
翻
刻
し
て
み
た
。

土
原
氏
家
譜
支
流

春
納
水
納
目
差

童
名
松

父
土
原
氏
豊
見
親
春
源
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
良

母
塩
川
村
百
姓
宇
増
呂
女
保
名

万
暦
三
十
二
年
甲
辰
六
月
十
三
日
生

康
熙
二
年
癸
卯
三
月
二
十
日
去

天
啓
五
年
乙
丑
九
月
五
日
生

順
治
元
年
甲
申
二
月
七
日
結
片
髪

康
熙
三
年
甲
辰
九
月
五
日
死

こ
の
兄
弟
は
二
人
と
も
水
納
目
指
と
な
っ
て
い
る
が
、
兄
の
春
納
の
記
録
に

は
そ
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
弟
の
春
徳
の
記
録
に
は
順
治
十
一
（
一

六
五
四
）
年
に
水
納
目
指
と
な
っ
た
こ
と
と
、
御
朱
印
を
賜
っ
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

辞
令
書
に
は
、
そ
の
交
付
年
月
日
は
順
治
九
（
一
六
五
二
）
年
十
月
九
日
と

あ
る
が
、
親
里
家
の
春
徳
（
童
名
真
佐
利
）
の
家
譜
の
記
録
に
は
、
順
治
十
一

（
一
六
五
四
）
年
庚
午
と
な
っ
て
い
る
。
二
年
の
開
き
が
あ
る
。

こ
の
兄
弟
の
母
親
は
「
塩
川
村
百
姓
宇
増
呂
女
保
名
（
保
那
）
」
で
あ
る
。

二
人
の
記
録
に
あ
る
母
の
生
年
月
日
と
死
去
年
月
日
を
比
べ
て
み
る
と
、
兄
の

春
納
の
記
録
で
は
、

万
暦
三
十
二
（
一
六
〇
四
）
年
甲
辰
六
月
十
三
日
生

康
熙
二
（
一
六
六
三
）
年
癸
卯
三
月
二
十
日
去

弟
の
春
徳
の
記
録
で
は
、

万
暦
三
十
七
（
一
六
〇
九
）
年
己
酉
四
月
二
日
生

康
熙
三
（
一
六
六
四
）
年
甲
辰
六
月
十
七
日
死

享
年
五
十
六

で
あ
る
。
生
年
で
は
五
年
の
開
き
が
あ
り
、
没
年
で
は
一
年
の
違
い
が
あ
る
。

同
一
人
で
あ
り
な
が
ら
、
「
系
図
家
譜
」
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
年
月
日
に
な
っ

て
い
る
。

多
良
間
島
で
「
系
図
家
譜
」
が
い
つ
編
集
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

『
土
原
氏
系
図
家
譜
正
統
』
（
運
天
家
）
に
誌
さ
れ
た
左
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

八
代
の
末
孫
の
塩
川
仁
屋
春
倫
が
、
乾
隆
十
二
（
一
七
四
七
）
年
に
東
仲
宗
根

目
差
に
任
命
さ
れ
た
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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夫
正
統
者
、
如
有
水
木
根
源
。
然
則
詳
明
正
統
、
支
流
自
随
之
貫
通
、
抒
吾

元
祖
土
原
豊
見
親
春
源
者
、
弘
治
年
間
之
人
也
。
其
頃
八
重
山
島
大
浜
赤
蜂

兄
弟
及
与
那
国
之
鬼
虎
、
負
己
之
武
勇
、
不
随
王
化
。
謀
叛
之
時
、
随
従
忠

導
氏
玄
雅
、
到
彼
地
征
罰
逆
彼
。
到
中
山
奉
賀
。
而
玄
雅
使
、
元
祖
春
源
請

為
多
良
間
島
之
主
長
帰
島
、
云
々
。
吾
雖
為
八
代
之
末
孫
、
為
後
世
子
孫
、

依
旧
聞
記
謹
て
誌
之

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
』
六
四
頁
］

今
回
の
事
業
で
、
山
田
浩
世
氏
が
「
系
図
家
譜
」
の
翻
刻
と
現
代
語
訳
を
担

当
し
て
い
る
。
山
田
氏
は
、
次
の
よ
う
に
現
代
語
訳
し
て
い
る
。

そ
れ
正
統
と
は
、
水
や
木
に
根
源
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、

す
な
わ
ち
正
統
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
支
流
も
こ
れ
に
従
い
、
よ

く
分
か
る
よ
う
に
な
る
。

私
の
元
祖
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
土
原
豊
見
親
春
源
は
弘
治
年
間
（
一
四
八

八
～
一
五
〇
六
年
）
の
人
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
八
重
山
島
大
浜
の
赤
蜂
兄
弟

と
与
那
国
島
の
鬼
虎
は
、
自
身
の
武
勇
を
頼
み
に
し
て
王
化
に
従
わ
な
か
っ

た
。
（
赤
蜂
兄
弟
が
）
謀
叛
を
起
こ
し
た
時
、
忠
導
氏
玄
雅
に
従
っ
て
八
重

山
の
地
へ
赴
い
て
逆
ら
う
も
の
を
征
伐
し
た
。

彼
（
春
源
）
は
中
山
（
首
里
）
に
赴
い
て
（
戦
勝
を
）
祝
賀
し
た
。
玄
雅
は

申
し
出
て
、
元
祖
春
源
を
多
良
間
島
の
主
長
（
首
長
）
に
し
て
帰
島
さ
せ
た

と
い
う
。

私
は
八
代
目
の
末
孫
で
は
あ
る
が
、
後
世
の
子
孫
の
た
め
、
旧
聞
に
従
い
記

録
し
、
謹
ん
で
こ
れ
を
誌
す
。

凡
そ
百
年
前
の
こ
と
を
遡
っ
て
「
系
図
家
譜
」
を
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

辞
令
書
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に
、
家
譜
の
記
録
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
辞
令

書
の
交
付
年
月
日
と
家
譜
の
記
録
に
二
年
の
誤
差
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
ま
さ

り
（
真
佐
利
）
」
が
水
納
目
差
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、
辞
令
書
が
親
里

家
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
状
況
証
拠
は
揃
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

４
の
「
大
宮
古
間
切
の
水
納
目
差
職
補
任
辞
令
書
」
は
、
『
土
原
氏
系
図
家
譜

支
流
』
（
親
里
家
）
の
六
代
春
徳
童
名
真
佐
利
（
ま
さ
り
）
に
交
付
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
間
違
い
な
い
も
の
と
考
え
る
。

で
は
、
高
良
氏
の
い
う
Ａ
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
真
佐
利
（
名
乗
春
徳
）
が
、

Ａ
の
息
子
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
春
徳
の
父
は
下

地
家
の
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
良
で
あ
る
。

二
人
の
兄
弟
の
父
は
「
土
原
氏
豊
見
親
春
源
五
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春

良
」
で
あ
る
が
、
『
土
原
氏
系
図
家
譜
支
流
』
（
下
地
家
）
に
は
、
五
代
多
良

間
首
里
大
屋
子
春
良
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
行
し
か
翻
刻
さ
れ
て
な
く
、
肝
心

の
履
歴
の
と
こ
ろ
が
欠
け
て
い
る
。

多
良
間
首
里
大
屋
子
春
良

父
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
永

母

［
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
一
一
一
頁
］

『
多
良
間
村
史
』
に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
を
見
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
、
童
名

や
母
の
生
没
年
な
ど
欠
落
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
系
図
家
譜
」
は
こ
れ
を

編
集
す
る
前
の
下
書
き
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

⑵
「
大
宮
古
間
切
の
仲
筋
目
差
職
補
任
辞
令
書
」
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左
の
辞
令
書
は
、
崇
禎
四
（
一
六
三
一
）
年
九
月
二
日
に
、
大
宮
古
間
切
の

仲
筋
目
差
の
役
を
い
る
い
筋
（
西
筋
）
目
差
に
命
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

首
里
能
御
三
事

の

み

大
三
や
こ
ま
き
り
の

み

中
す
し
め
さ
し
ハ

一
人
い
る
い
す
し
め
さ
し
尓に

た
ま
王
り
申
候

わ

崇
禎
四
年
九
月
二
日

『
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
八
号

辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』
四
六
頁

康
熙
五
十
二
（
一
七
一
三
）
年
に
編
集
さ
れ
た
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
巻
二

の
「
諸
間
切
諸
島
夫
地
頭
訯
理
ヲ
ヱ
カ
人
之
事
」
に
、
宮
古
島
の
役
人
の
名
称

が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

宮
古
島

平
良
大
首
里
大
屋
子
・
下
地
大
首
里
大
屋
子
・
砂
川
大
首
里
大
屋
子
（
三
員

頭
役
。
先
此
、
称
大
首
里
大
屋
子
。
有
黄
冠
、
筑
登
之
座
敷
。
至
于
今
、
有
叙
座
敷
之

人
也
。
此
頭
役
、
往
古
者
、
或
二
間
切
或
壱
間
切
、
従
本
国
之
士
、
為
地
頭
職
、
兼
在

番
、
到
于
彼
地
方
。
十
有
余
年
勤
之
。
万
暦
廿
二
年
甲
午
、
揚
氏
山
内
里
之
子
親
雲
上

昌
美
、
為
下
地
・
砂
川
地
頭
職
。
与
人
者
中
頃
迄
勤
之
タ
ル
人
ア
リ
ケ
ル
ト
ナ
リ
。
且

首
里
大
屋
子
・
与
人
モ
同
断
也
）

横
目
（
二
員
）

友
利
首
里
大
屋
子
・
狩
俣
首
里
大
屋
子
・
伊
良
部
首
里
大
屋
子
・
松
原
首
里

大
屋
子
・
多
良
間
首
里
大
屋
子
（
五
員
。
此
役
先
此
、
有
赤
冠
、
筑
登
之
座
敷
。

至
于
今
有
黄
冠
也
）

掌
離
島
村
々
之
公
事
也
。

宮
国
与
人
・
東
中
宗
根
与
人
・
砂
川
与
人
・
池
間
与
人
・
島
尻
與
人
・
荷
川

取
与
人
・
佐
和
田
与
人
・
久
貝
与
人
・
来
間
与
人
・
川
満
与
人
・
西
中
宗
根

与
人
・
新
里
与
人
・
下
里
与
人
・
洲
鎌
与
人
・
与
那
覇
与
人
・
塩
川
与
人
・

上
地
与
人
（
十
七
員
。
此
役
赤
冠
。
至
于
今
。
有
筑
登
之
座
敷
。
掌
村
々
公
事
）

大
目
差
・
大
筆
者
・
脇
目
差
・
脇
筆
者
（
四
員
、
御
蔵
許
筆
者
也
）

島
尻
目
差
・
新
里
目
差
・
来
間
目
差
・
川
満
目
差
・
水
納
目
差
・
伊
良
部
目

差
・
荷
川
取
目
差
・
久
貝
目
差
・
東
中
宗
根
目
差
・
西
中
宗
根
目
差
・
砂
川

目
差
・
友
利
目
差
・
与
那
覇
目
差
・
多
良
間
目
差
・
池
間
目
差
・
狩
俣
目
差

・
上
地
目
差
・
宮
国
目
差
・
佐
和
田
目
差
・
洲
鎌
目
差
・
下
里
目
差
・
松
原

目
差
（
二
十
二
員
。
此
与
人
之
属
役
、
青
冠
也
。
往
古
ハ
黒
八
巻
モ
為
有
之
由
、
王
府

御
双
紙
ニ
見
ヘ
タ
リ
。
八
重
山
島
倣
之
。
此
外
御
蔵
許
若
文
子
、
有
十
八
人
、
横
目
筆

者
一
人
。
皆
無
冠
也
）

［
『
琉
球
史
料
叢
書
第
一
』
七
八
頁
］

前
掲
の
「
大
宮
古
間
切
下
地
大
首
里
大
屋
子
宛
知
行
安
堵
辞
令
書
」
に
あ
る

よ
う
に
、
宮
古
島
は
「
大
宮
古
間
切
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
仲
筋
目
差
は
多

良
間
島
の
仲
筋
目
差
と
表
記
す
る
の
で
は
な
く
、
大
宮
古
間
切
の
仲
筋
目
差
と

称
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
右
に
示
し
た
と
お
り
、
平
良
・
下
地
・
砂

川
の
地
域
に
は
仲
筋
目
差
と
い
う
役
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
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前
職
の
「
い
る
い
筋
目
差
（
西
筋
目
差
）
」
は
、
崇
禎
四
（
一
六
三
一
）
年
に

は
存
在
す
る
が
、
あ
る
時
期
か
ら
そ
の
役
職
名
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

⑶
「
大
宮
古
間
切
の
仲
筋
与
人
職
補
任
辞
令
書
」

左
の
辞
令
書
は
、
弘
光
元
（
一
六
四
五
）
年
八
月
十
日
に
、
大
宮
古
間
切
の

仲
筋
与
人
の
役
を
仲
筋
目
差
に
命
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

首
里
乃
御
三
事

の

み

大
宮
古
間
切
之

中
す
し
与
人
ハ

一
人
な
か
す
し
め
さ
し
尓に

多
ま
王
り
申
候

た

わ

弘
光
元
年
八
月
十
日

『
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
八
号

辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』
五
〇
頁

⑷
「
大
宮
古
間
切
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
職
補
任
辞
令
書
」

左
の
辞
令
書
は
、
隆
武
三
（
一
六
四
七
）
年
八
月
二
十
八
日
に
、
大
宮
古
間

切
の
多
良
間
の
首
里
大
屋
子
職
を
仲
筋
与
人
に
命
じ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

首
里
乃
御
三
事

の

み

大
宮
古
間
切
之

た
ら
ま
の
志
よ
里
大
屋
子
ハ

し

り

一
人
中
す
し
与
人
尓に

多
ま
王
り
申
候

た

わ

隆
武
三
年
八
月
廿
八
日

『
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
十
八
号

辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
書
』
五
一
頁

⑵
・
⑶
・
⑷
の
三
点
の
辞
令
書
は
、
西
筋
目
差
か
ら
仲
筋
目
差
、
そ
し
て
仲

筋
与
人
、
さ
ら
に
は
多
良
間
首
里
大
屋
子
へ
と
昇
進
し
て
い
っ
た
五
代
多
良
間

首
里
大
屋
子
春
良
に
下
賜
さ
れ
た
御
朱
印
で
あ
る
。

お
わ
り
に

辞
令
書
が
交
付
さ
れ
た
の
は
、
「
系
図
家
譜
」
を
編
集
す
る
遥
か
以
前
の
こ

と
で
あ
り
、
親
で
あ
る
春
良
の
辞
令
書
を
子
の
真
左
利
が
継
承
し
て
保
管
し
て

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
重
要
文
化
財
の
「
田
名
家

文
書
」
の
三
二
通
の
辞
令
書
の
中
に
は
、
九
世
儀
間
親
雲
上
真
周
の
六
子
で
、
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分
家
し
て
別
家
譜
を
編
製
し
た
十
儀
間
筑
登
之
親
雲
上
真
名
の
嫡
子
の
十
一
世

有
銘
筑
登
之
親
雲
上
真
令
の
辞
令
書
（
田
名
家
文
書
第
二
十
八
号
）
が
あ
る
。

甥
（
真
令
）
の
辞
令
書
が
伯
父
（
十
世
渡
嘉
敷
親
雲
上
真
房
）
の
家
に
、
保
管

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

渡
口
真
清
氏
は
、
『
麻
氏
旧
伝
考
』
で
、
「
分
家
は
家
譜
を
独
立
す
る
ま
で

は
、
辞
令
書
を
本
家
に
預
け
る
習
慣
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
有
銘
家
譜
は

独
立
し
て
い
る
の
に
、
辞
令
書
は
そ
の
ま
ま
本
家
に
置
い
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
い
う
風
に
辞
令
書
を
本
家
に
預
け
る
習
慣
が
あ
っ
た
の
か
。
渡
口
家
の
分

家
に
新
嘉
喜
家
が
あ
る
。
そ
の
初
代
に
与
え
ら
れ
た
辞
令
書
が
渡
口
家
に
残
っ

て
い
る
。
多
分
、
本
家
は
家
も
し
っ
か
り
し
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

偶
然
に
本
家
の
手
に
渡
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る
３

。

『
土
原
氏
系
図
家
譜
正
統
』
を
編
集
し
た
の
は
、
八
代
の
末
孫
と
そ
の
序
文

に
あ
る
。
そ
の
八
代
の
下
地
仁
屋
が
乾
隆
十
二
（
一
七
四
七
）
年
に
王
府
へ
願

い
出
た
「
口
上
覚
」
に
、
元
祖
土
原
豊
見
親
春
源
か
ら
四
代
ま
で
の
先
祖
の
御

印
判
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

私
七
代
目
之
先
祖
土
原
豊
見
親
ニ
は
子
細
有
之
、
多
良
間
島
之
主
役
被
仰
付
、

同
所
住
所
仕
候
。
此
段
は
旧
記
ニ
茂

慥

ニ
相
見
得
申
候
。

た
し
か

其
嫡
子
西
筋
与
人
は
、
嘉
靖
十
六
年
丁
酉
七
月
□
日
ニ
、
多
良
間
島
船
筑
よ

り
与
人
役
被
仰
付
候
由
、
御
印
判
頂
戴
仕
候
。
此
御
印
判
は
所
々
虫
入
候
ニ

付
、
修
甫
仕
儀
ニ
付
、
此
節
ハ
持
渡
不
申
候
。

右
与
人
嫡
子
多
良
間
首
里
大
屋
子
、
其
嫡
子
茂
亦
多
良
間
首
里
大
屋
子
迄
被

仰
付
、
其
内
役
儀
段
々
被
召
進
候
節
、
被
成
下
候
御
印
判
都
合
五
通
、
爾
今

家
宝
仕
、
四
通
は
此
節
御
当
地
迄
持
参
仕
申
候
。

『
多
良
間
村
史

第
三
巻

資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
七
〇
頁

初
代
土
原
豊
見
親
春
源
の
嫡
子
は
、
御
印
判
に
よ
っ
て
嘉
靖
十
六
（
一
五
三

七
）
年
丁
酉
七
月
□
日
に
多
良
間
島
船
筑
か
ら
西
筋
与
人
役
に
任
命
さ
れ
た
が
、

そ
の
御
印
判
は
虫
食
い
に
よ
っ
て
修
理
が
必
要
な
ほ
ど
傷
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
宮
古
島
や
多
良
間
島
で
も
「
船
筑
」
と
い
う
役
職
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
が
、
他
に
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
後
廃
止

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

船
筑
か
ら
目
差
を
経
ず
に
西
筋
与
人
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

交
付
年
月
日
は
読
み
取
れ
て
い
る
の
に
、
系
図
に
は
こ
の
御
印
判
の
こ
と
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。

二
代
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
図
の
家
譜
の
記
録
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

多
良
間
首
里
大
屋
子
春
図

童
名
多
麻

父
土
原
豊
見
親
春
源

母
尻
仁
屋
宇
増
呂
大
筑
女
保
名
人

弘
治
年
間
生

正
徳
年
間
任
首
里
大
屋
子

嘉
靖
年
間
不
詳

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
六
八
頁

二
代
の
春
図
は
、
多
良
間
首
里
大
屋
子
で
は
な
く
、
西
筋
与
人
と
記
録
さ
れ

る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
た
御
印
判
の
記

録
も
な
い
の
に
、
正
徳
年
間
の
首
里
大
屋
子
に
任
じ
ら
れ
た
と
あ
る
。

こ
の
西
筋
与
人
（
春
図
）
の
嫡
子
（
こ
こ
で
の
嫡
子
は
、
家
統
を
継
い
だ
者

の
こ
と
で
あ
っ
て
、
長
男
を
指
す
も
の
で
は
な
い
）
は
、
多
良
間
首
里
大
屋
子

に
、
そ
の
嫡
子
も
多
良
間
首
里
大
屋
子
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
、
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嘉
靖
年
間
の
御
印
判
と
は
別
に
四
通
の
御
印
判
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
四
通

の
御
印
判
は
、
家
譜
編
集
の
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
代
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
村
と
五
代
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
喧
の
家

譜
の
記
録
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

多
良
間
首
里
大
屋
子
春
村

童
名
宇
味
屋

父
土
原
豊
見
親
春
源
三
代
多
良
間
首
里
大
屋
子
春
信

母
同
氏
西
筋
与
人
春
森
女
免
嘉

嘉
靖
十
七
年
戊
戌
生

隆
慶
元
年
丁
卯
八
月
五
日
、
任
多
良
間
首
里
大
屋
子
、
因
て
賜
御
朱
印

万
暦
三
十
六
年
戊
申
不
禄
寿
七
十
一

多
良
間
首
里
大
屋
子
春
喧

童
名
宇
増
屋

父
春
源
四
代
春
村

母
仲
筋
村
百
姓
屋
真
筑
女
辺
計

万
暦
十
五
年
丁
亥
十
月
二
日
生

万
暦
四
十
年
壬
子
九
月
十
八
日
、
任
多
良
間
目
差
、
因
て
賜
御
朱
印

順
治
十
二
年
乙
未
七
月
一
日
、
任
塩
川
与
人
、
因
て
賜
御
朱
印

同
十
六
年
己
亥
八
月
十
一
日
、
任
多
良
間
首
里
大
屋
子
、
因
て
賜
御
朱
印

康
熙
二
年
癸
卯
不
禄
寿
七
十
七

『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１

王
国
時
代
の
記
録
』
六
八
頁

こ
の
記
録
か
ら
す
る
と
、
隆
慶
元
（
一
五
六
七
）
年
丁
卯
八
月
五
日
付
け
の

多
良
間
首
里
大
屋
子
職
補
任
辞
令
書
、
万
暦
四
十
（
一
六
一
二
）
年
壬
子
九
月

十
八
日
付
け
の
多
良
間
目
差
職
補
任
辞
令
書
、
順
治
十
二
（
一
六
五
五
）
年
乙

未
七
月
一
日
付
け
の
塩
川
与
人
職
補
任
辞
令
書
、
順
治
十
六
（
一
六
五
九
）
年

己
亥
八
月
十
一
日
付
け
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
職
補
任
辞
令
書
の
四
通
の
辞
令

書
が
、
一
八
〇
か
ら
八
八
年
後
の
乾
隆
十
二
（
一
七
四
七
）
年
に
は
存
在
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注１

高
良
倉
吉
氏
は
、
①
で
多
良
間
島
に
残
る
四
点
の
辞
令
書
を
紹
介
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
②
の
中
で
「
古
琉
球
辞
令
書
か
ら
近
世
辞
令
書
へ
と
継
起
的
に
変
遷
す
る
辞
令

書
の
歴
史
の
中
で
「
過
渡
期
辞
令
書
」
と
把
握
で
き
る
こ
と
な
ど
の
点
を
」
私
は
指

摘
し
た
と
、
⑤
の
四
六
頁
で
述
べ
、
「
過
渡
期
辞
令
書
」
と
し
て
現
存
す
る
多
良
間

島
の
四
点
の
辞
令
書
の
ほ
か
に
一
三
点
を
紹
介
し
て
い
る
。

①
「
史
料
調
査
報
告

多
良
間
の
史
料
に
つ
い
て
」
『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要
』
創
刊
号

一
九
七
六
年
三
月
三
十
一
日

八
一
頁

②
「
古
琉
球
辞
令
書
の
形
式
に
つ
い
て
」
『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要
』
第
三
号

一
九
七

八
年
三
月
三
十
一
日

八
九
頁

③
「
Ⅲ

古
琉
球
辞
令
書
と
そ
の
形
式
」
『
沖
縄
歴
史
論
序
説
』
三
一
書
房

一
九
八
〇

年
十
一
月
三
十
日

五
一
頁

④
『
琉
球
の
時
代
─
大
い
な
る
歴
史
像
を
求
め
て
』
筑
摩
書
房

一
九
八
〇
年
十
二
月

十
日

⑤
「
多
良
間
の
辞
令
書
と
そ
の
背
景
─
琉
球
社
会
に
お
け
る
近
世
的
転
換
の
一
端
─
」

『
歴
史
研
究
』
第
三
一
・
三
二
合
併
号

愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会

一
九
八
六
年

二
月
八
日

四
三
頁

⑥
「
多
良
間
の
辞
令
書
」
『
多
良
間
村
史

第
二
巻
資
料
編
１
（
王
国
時
代
の
記
録
）
』

多
良
間
村

一
九
八
六
年
三
月
三
十
一
日

二
八
九
頁

２

「
長
栄
姓
小
宗
系
図
家
譜
」『
石
垣
市
史
叢
書
６
』
七
二
頁

３

渡
口
真
清
著
『
麻
氏
旧
伝
考
』
麻
氏
門
中
会

二
〇
一
七
年

九
〇
頁
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